
平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

経常 教育研修事業 各種研修　資格取得
負担金補助
及び交付金

8,055 7,873

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

7,873 3

事
業
概
要

〇教育研修事業・・・・・・・・・・・ 救命士研修３名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防学校教育１７名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各種資格取得９名

〇車両・資機材整備事業・・・・ 消防・救急・救助資機材整備
　　　　　　　　　　　　　　　　       消防ホース、空気呼吸器一式、潜水用資機材、医薬材料費ほか

〇管理運営事業・・・・・・・・・・・ 運営に係る一般経費

〇消防署東分署建設事業・・・ 老朽化した東分署の移転建設
                                      　 ・調査設計管理委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・東分署建築主体工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・東分署電気設備工事
                                      　 ・東分署機械設備工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・消防・救急デジタル無線移設工事
                                         ・通信指令設備移設工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・庁用備品購入

課　名 消防本部

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

消防力の強化を図り市民の安全・安心を守る
対
象

市民

9 1 1 262 頁 常備消防費 常備消防運営事業

計 154,808 140,447 216 84,600 1,545 54,086

84,600 1,505 1臨時 消防東分署建設事業 庁舎移転建設 工事請負費 98,193 86,105

経常 管理運営事業 維持管理 需用費 42,193 40,594 216 1,545 38,833 3

5,875 36,367 5,875経常 車両・資機材整備事業 車両・資機材整備 備品購入費

新規
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

140,447 99,259
前年並

％

1,571 人 1,476 人

103.4 ％ 78.6 ％

人 14

73.8

課題
c

救急講習
受講人数

人
2,067 人

a

理由

県　　費 144 1,435 216 198

市　　債
財
源

国　　費 62,010

274,800 46,600 84,600 38,100

うち経常経費 42,374 48,382 52,750 56,103

％

救命講習の実施により応急手当の普及促進を図り、救命士の計画的
な養成に努めるとともに、救急車の適正利用の普及・啓発活動を行
う。

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

383,152 99,399

対応（改善点等） 75.0 ％ 81.3 ％ 93.8
ｄ

実働救命
士必要数

人
12 人 13 人

救命率向上のため市民と連携した救命体制の確立を図るとともに、高
度化する救急救命活動の対応をするため実働救急救命士の養成が
必要である。

件
2,213

2,067

24 人 29 人

－ － －

件 2,111 件 2,102 件

b
教育研修
参加数

人
34 人

救急出動件数

総出動件数

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

市民の安全安心の確保
－ －

目標 ２，０００人／年 目標 １６人

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

件 2,391 件 2,310 件

－ － －

－

教育研修参加数 ｃ 救急講習受講人数 ｄ 実働救命士必要数

数値 目標 － 目標 －

－

活
動
指
標

指標 a 救急出動件数 ｂ

成
果
指
標

指標名 市民の安全安心の確保 目
標
年
度

－

指標の設定理由

　市民の安全安心の確保が必要であるため
数値

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

必要不可欠な事業と判断できる。

市民の安全安心を守ることは市の責
務である。

75.00

330,892 334,498

継続 効率的、確実な事業実施を図りつつ、目的の達成に努めること。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

一般財源 45,494 50,530 54,086 60,634

うち経常 41,526 47,400 51,933 55,578

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
市民の安全安心を構築するため必要
な事業である。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
市民の安全安心を確保維持するため
必要不可欠である。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

事業費に係る人役 75.10 75.30 74.60

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 704 834 1,545 327
平成２８年度についても高規格
救急車の更新計画があり、市
民の安全安心を確保維持する
ため。

市　　債源
内
訳

274,800 46,600 84,600 38,100

事業費に係る人件費 322,463 328,219
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平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

○消防団活動事業・・・１団、４方面団、７方面隊、３６分団、５２部で組織され、団員定数１，３２１人の運営管理と各種災害対応に、

　 迅速な活動が出来るよう団員の充実を図る。

【実団員数】 １，２５９人

【災害出動回数】 ４８回（火災２６回、捜索１４回、警戒８回）

【訓練出動回数】 ６回（市消防操法大会・模擬審査、中級幹部訓練、冬季訓練、出初式、火災防御訓練）

非常備消防運営事業

課　名 消防本部

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

各種災害現場において機能が十分発揮できるよう、消防団活動能力の充実強化を図る
対
象

市民

9 1 2 264 頁 非常備消防費

事
業
概
要

97,928 3経常 消防団活動事業
実団員数   １,２５９人
災害出動回数　４８回
訓練出動回数　　６回

報酬 102,317 97,928

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

計 102,317 97,928 0 0 0 97,928
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

市民の安全安心の確保が必要であるため
数値

訓練回数 ｃ 災害出動数 ｄ

数値 目標 １,３２１人 目標 ６回

－

活
動
指
標

指標 a 団員数 ｂ

成
果
指
標

指標名 市民の安全安心の確保 目
標
年
度

－

指標の設定理由

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

市民の安全安心の確保
－ －

目標 － 目標

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

人 1,276 人 1,259 人

－ － －

－

過疎化や団員のサラリーマン化等により、一部の地域で、活動できる
団員が減少している。

団員数 人
1,271

96.2

6 回 6 回

83.3 ％ 100.0 ％ 100.0 ％

％ 96.6 ％ 95.3 ％

b 訓練回数 回
5 回

うち経常経費 97,207 93,166 97,928 99,389

各種訓練を重ね、団員の技能、知識のレベルアップを図り、地域防災
力の向上を目指すとともに、地域の実情を考慮した消防団組織の見
直しを検討する。

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

97,314 93,720

対応（改善点等） － － －
ｄ

－ －

理由

県　　費

市　　債
財
源

国　　費

－

課題
c

災害出動
数

回
28 回

a

97,928 101,105
前年並

34 回 48 回

－ －

－

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業費に係る人件費 24,475 18,481

事業費に係る人役 5.70 4.24 6.06

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 107 375 3
災害等に対応するため、消防
団の技術と知識のレベルアップ
を目指し、地域防災力の向上
を継続的に図るため。

市　　債源
内
訳

継続
適正な事業実施を図りつつ、団員を含め地域防災力の向上に努めるこ
と。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

一般財源 97,207 93,345 97,928 101,102

うち経常 97,207 93,166 97,928 99,386

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
災害時の迅速な対応を目的としてお
り、妥当である。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 市の責務である。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

4.01

26,879 17,884

市民の生命、財産を守る責務があ
る。

市が担う事業である。
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平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

○消防水利・資機材等整備事業

・防火水槽整備事業

　 耐震性貯水槽整備（国庫補助分　２基）

防火水槽有蓋化工事（２基）

防火水槽漏水補修工事（６基）

・消防用水路改修事業

　 下の原水路改修工事（１カ所）

・石油貯蔵施設立地対策等交付金事業

　 消防団消防用ホース（１３５本）

ＬＥＤバルーン投光機（４台）

・消防団施設整備事業

　 消防団詰所等整備（５カ所）

　

消防施設整備事業

課　名 消防本部

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

消防施設、設備等の整備を行い、消防水利、資機材等の充実を図る
対
象

市民

9 1 3 266 頁 消防施設費

事
業
概
要

9,582 5,100 81 21,704 3臨時
消防水利・資機材等整備
事業

防火水槽整備 工事請負費 39,689 36,467

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

計 39,689 36,467 9,582 5,100 81 21,704

337



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

市民の安全安心の確保が必要であるため
数値

車両整備数 ｃ ｄ

数値 目標 － 目標 －

－

活
動
指
標

指標 a 施設整備数 ｂ

成
果
指
標

指標名 市民の安全安心の確保 目
標
年
度

－

指標の設定理由

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

市民の安全安心の確保
－ －

目標 目標

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

ヶ所 13 ヶ所 15 ヶ所

－ － －

－

消防施設設備の充実。

施設整備
数

ヶ所
17

－

2 台 2 台

－ － －

－ －

b
車両整備
数

台
3 台

うち経常経費 16,922 11,448 1,844 4,400

補助金を有効に活用し、緊急性及び優先度の高いものから整備を行
い、地域消防力の向上を図る。

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

47,482 49,785

対応（改善点等） － － －
ｄ

－ －

理由

県　　費 4,324 3,514 4,196 4,200

市　　債
財
源

国　　費 4,768 14,067 5,386

4,500 8,900 5,100

－

課題
c 台

－

a

36,467 23,800
前年並

－ －

－ －

－

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業費に係る人件費 14,169 13,251

事業費に係る人役 3.30 3.04 3.06

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 7,316 4,056 81 施設整備等の更新が必要なた
め。

市　　債源
内
訳

4,500 8,900 5,100

継続 限られた予算の中で効果的に実施すること。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

一般財源 26,574 19,248 21,704 19,600

うち経常 16,922 11,448 1,844 4,400

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3 市の果たすべき責務である。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 改善要望により実施する。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

2.81

13,573 12,533

災害対応の強化が保たれる。

市の果たすべき事業。
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